
  観光関連産業の現状          

○福井県の観光の現状

本県を取り巻く観光情勢は、景気の長期低迷や交通網の整備により、「安近短」「安遠短」の傾向が

一層強まっており宿泊客は年々減少している。

また、旅行形態の変化やレジャーの多様化の中で、大型テーマパークへの観光客の集中などにより、

東尋坊や永平寺等の従来の観光地への入込客は大きく減少している。

さらに、本県観光の大きなウエートを占めていた海水浴客やスキー客が、他のレジャーとの競合に

より減少するなど、県内主要観光地は厳しい環境に置かれている。

このため、「体験する」「学ぶ」などの多様化する観光ニーズに対応するエコ・グリーンツーリズム

の推進や、教育旅行の誘致などの新たな視点で取組むことにより、誘客拡大を図るとともに、広域観

光による滞在時間の延長により宿泊客の増加を図るなど、観光消費拡大に努める必要がある。

　　平成１８年の目標

　　　・入込客数　２，７００万人（入込み最大の平成７年並）

　　　・消費総額　６７５億円（一人当たり消費額２，５００円）

○福井県の観光入込状況
　　　　　　　　　　　　（単位：万人）

区　　分 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成14年 平成18年
県 全 体 2,215　 2,513　 2,703　 2,543　 2,469　 　2,700  
　日帰り 1,752　 2,040　 2,303　 2,197　 2,140　 　2,300  

　宿　泊 463　 473　 400　 346　 329　 　400  
　県内客 718　 796　 1,035　 1,105　 1,052　 　

　
入
込
み

　県外客 1,497　 1,717　 1,668　 1,438　 1,417　 　
県全体 593億円 709億円 744億円 646億円 564億円 675 億円消

費 1人当り 2,680 円 2,820 円 2,750 円 2,540 円 2,280 円 2,500 円
芦原温泉 124　 137　 119　 103　 107　 　
東尋坊 156　 172　 145　 102　 89　 　
永平寺 118　 135　 113　 84　 103　 　
海水浴 442　 403　 314　 182　 143　 　

主
要
観
光
地 スキー 53　 53　 100　 68　 56　 　

　　・観光客の入込みは平成７年をピークに減少傾向

　　・平成１２年には、「恐竜エキスポふくい2000」を開催、80万人が来場　（全会場125万人）

　　・平成１４年には、ＮＨＫ大河ドラマの放映や道元禅師750回大遠忌の開催により増加



○福井県の観光振興への取組み

市町村や旅行エージェント等との連携を強化しながら、本県の魅力ある観光資源を活かした観光客

の誘致と観光産業の育成を図る。

また､海外からの観光客誘致については本県単独での取組みには限界があることから、他府県との

広域連携により効果的な施策を推進する。

項　　　　目 内　　　　　　　　　　　　容 １５年度予算額
１観光誘客の
推進

・市町村、旅行エージェント等との連携による誘客の推進
・中国、四国地方をターゲットとした誘客の推進
・教育旅行の誘致

58,538 千円

２新たな観光
資源の活用

・エコツーリズム、グリーンツーリズムの推進
・産業観光の推進

14,398 千円

３観光客受入
環境の整備

・観光のバリアフリー化の推進
・もてなし心の醸成

23,662 千円

４観光情報の
提供

・ＩＴを活用した親切でわかりやすい情報の提供
・誘客のための多様な媒体を活用した県外への情報発信

201,926 千円

５物産の振興 ・新たな販路開拓
・新たな観光土産品の開発

29,857 千円

合　　計 328,381 千円

【参考】
福井県観光産業の経済波及効果（推計）

福井県 国（観光白書）
区　　　　分

3　　年 12　　年 3　　年 12　　年 13　　年

県内（国内）総生産 31,108 億円 33,561 億円 469 兆円 509 兆円 ―

県内（国内）生産額 60,061 億円 62,963 億円 862 兆円 931 兆円 906 兆円
観光消費額 1,393 億円 1,528 億円 20.0 兆円 22.6 兆円 20.6 兆円

（直接）雇用創出 ― 1.22 万人 ― 193.7 万人 181.0 万人

生産波及効果 3,363 億円 3,588 億円 48.3 兆円 53.8 兆円 48.8 兆円
雇用創出効果 2.8 万人 2.7 万人 410.0 万人 422.2 万人 393.0 万人

　　　　　　　　　　　　　　　　※福井県の県内生産額以外の数値は平成１４年版観光白書を基に推計

旅館業の状況（事業所統計調査）

事　業　所　数 従　業　員　数
区　分

昭和 61 年 平成 3 年 平成 8 年 平成 13 年 昭和 61 年 平成 3 年 平成 8 年 平成 13 年
旅館業 1,918　 1,679　 1,316　 1,124　 8,929　 9,152　 8,922　 7,781　
　（民営） 1,909　 1,665　 1,302　 1,103　 8,838　 8,962　 8,689　 7,530　
　（公営） 9　 14　 14　 21　 91　 190　 233　 251　


